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は し が き

家 畜肝蛭症の撲滅策の うち，今日普通おこ なわれてい

る のは各種薬剤による駆虫法である．私 どもは， すでに1952

年以 来，既存駆 虫剤の駆虫効果，適正使用お よび副

作 用の軽減などについ て研究する とともに，新駆 虫剤の

探求 をつづけ， 今 日までantimon 製剤，　hexachloro－ethane

製 剤，　tetrachlorodifluoroethane製 剤，　2，　3の抗

生 物質，有機 リン 剤お よびsalicylanilide 製剤な どにつ

いて ，その駆 虫効果 を検討し ，その成績はそのつ ど発表

し，肝 蛭症の絶滅 に相当の効果をお さめ た．し かし，こ

れ らの駆 虫剤も完 全駆 虫と副作用の点において，いま だ

満足 されるものがなく，今後における画斯 妁な新駆虫薬

の出現 が期待 されるのである．

今回，新 駆虫剤ブ ロム誘導体が，肝蛭駆虫に効果があ

る か否 かの検索 をおこ ない ，また同時に双 囗吸虫につい

て もそ の駆 虫効果 を検討 した．その成績の大要について

報告 する．

材料 および方法

1． 供試 薬剤

供試薬剤はブ ロム誘導 体の混合 物で，その内容はっ ぎ

の ようである．
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その融点は215 ～220゚ C，毒性はLDso ，マウス腹腔内75

mg ／kg，　マウス経口250　mg／kg　である．

2． 試験動物

兵庫県美方郡温泉町管内に飼育されている和牛31 頭

であって，いずれも糞便検査（渡辺法）によって肝蛭卵を

確認したものである．

3． 投薬量および方法

体重を推定尺によって求め，それぞれ25　mg／kg　およ

び20　mg／kg　を1 回経口的に投薬した．

4． 駆虫効果の判定

投薬後10，　20日日および30 日目における検出肝蛭卵

数の消長を検索して判定した．

5． 副作用の観察

投薬後の元気 食慾および糞便の性状などについて観

察した．

実 験成 績

1． 本剤による肝蛭駆虫試験

1）牛14 頭（うち妊娠牛7 頭）に本剤を25　mg／kg　を投

薬し，投薬後10 日日，20日目，30 日目に糞便検査をおこ

なった．すなわち，10 日目では14 頭中1 頭に肝蛭卵を

みとめ，陰転率92 ．9％を示し，ついで20 日目ではすべ

て陰転した．30日目では14 頭巾1 頭が陽性を示し，陰

転率は10 日日と同様92 ．9％であった．また投薬後にお

ける検出虫卵減少率は，10日目および30 日目ともに100

％であった．

2）牛17 頭（うち妊娠牛5 頭）に本剤20mg ／kgを投薬し

たところ，投薬後10 日目では17 頭中3 頭に肝蛭卵をみ

とめ，陰転率82 ．4％を示した．ついで20 日目および30ヽ

日目では，17頭中6 頭が陽性を呈し，陰転率はともに64

．7％であった．また検出虫卵減少率は，投薬後10 日：
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査
番
号

年　性

齢

1　14

2　　3

3　　9

4　　3

5　14

6　　3

7　13
8　　5

9　　3

10　　3

11　　9

12　　9

13　　4
14　　8

15　12

16　12

17　10

18　11

19　　2

20　15

21　10

22　　7

23　　5

24　　6

25　　3

26　12

27　12

28　10

29　　3

30　　2

31　　6
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第1 表　肝蛭 自然感染牛 におけるブロム誘導体による駆虫成績
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ブロム誘導 体投与 による肝蛭卵陰転率 と

検出虫卵減少率

投　薬　 量

投薬後経 過日数
検　査　頭　数
肝 蛭卵陰性頭数
陰　　 転　　 率
検出 虫卵減少率
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3

目100 ％，　20日目83．3％，　30日日33．3％を示した．2

． 本剤による双口吸虫駆虫試験

投薬前の糞便検査において，双囗吸虫卵を検出した11

頭の牛に，本剤25　mg／kg　の投薬では，投薬後陰転した

ものは10 日目7 頭，20日目および30 日目6 頭であっ

て，陰転率はそれぞれ63．6％，　54．5％であった．また

検出虫卵減少率は，10 日目100 ％，　20日目および30 日

日ではともに80．0　％を示した．

双口吸虫感染牛9 頭に本剤20　mg／kg　の投薬による双

：口吸虫卵検出状況は，投薬後10 日目6 頭，20 日日2 頭

（26 ）

投　薬　量

投薬後経過 日
検　査　頭

双囗吸虫卵陰
頭

陰　　 転
検出虫卵減少

検

投 薬 前

8

4

0

3

175
0

3

8

1

0

46

10

5

2

81

0

9

0

0

42

109

1

8

0

0

1

0

16

0

0

41

査

双　 囗

一 一一一
投 薬 後10

日日

1

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

1

1

0

30

0

0

0

0

0

9

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

吸　虫

投薬後20
日日
11

0

0

1

0

0

0

2

0

0

3

2

0

0

34

0

1

0

0

0

18

6

2

0

0

0

0

5

0

0

7

－一一 一 一投 薬 後

30 日

0
0
0
1
2
3
0
0

10

1
4

00
223

0

1

0

0

2

19

7

11

0

0

4

0

20

0

1

23

日

－

ム誘導 体投与による双 口吸 虫卵陰転率

と検出虫卵減少率
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が陰転し，陰転率はそれぞれ66 ．7％，　22．2％を示した

が，投薬後30 日目においては全く陰転するものがなか

った．また検出虫卵減少率は，投薬後10 日目66．7　％，20

日目22 ．2％であった．

3． 本剤の投薬による副作用

本剤25　mg／kg　投薬をおこなった14 頭の牛における

副作用は，元気喪失をきたしたものは，投薬当日および

投薬後4 日目では全くみとめるものはなかった．しかし

投薬後1 日目2 頭，投薬後2 日目および3 日則こおいて

それぞれ1 頭に元気喪失をみとめた．食慾は投薬当日に



第4 表　ブロム誘導体投与（1　kg当り25　mg）に

よる副作用
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投　薬　 当　日　14

投 薬 後1 日 目　14

投 薬 後2 日 目　14

投 薬 後3 日 目　14

投 薬 後4 日 目　14
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14　0
12　2
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おい て，半減2 頭，軽 度減少1 頭，投薬後1 日日半減2

頭 ，軽度減 少6 頭 ，投 薬後2 日目半減1 頭，軽度減少4

頭，投薬 後3 日日半減1 頭 ，軽度減少2 頭，投薬後4 日

目軽度減少2 頭 をみ とめた，また糞便の変化は，投薬後1

日目3 頭，投薬後2 日目2 頭 ，投 薬後3 日目1 頭にお

い て軟 便をみとめた。

本剤20　mg ／kg　投薬牛17 頭 におい て， 投薬 後1 日目

よ り4 日印 こわたって，軽度 の元気喪失 をきたしたもの

は，お のおの1 頭であっ た。食慾は，投 薬当日半減1 頭

軽度減少1 頭，投薬後1 日目半減3 頭，投薬後2 日目半

第5 表　ブ ロム誘導体投与（1　kg当り20　mg ）

による副作 用
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ば激しい副作 用あるい は中毒死を招来 するこ とがあり，

分割投与ま たは投薬 量を減じ て用い られてい るために十

分なる駆 虫効果 をあげ ていない も のもあ り，一 般農家に

与える不安 も大きく，副作用の少ない，し かも優れた駆

虫効果のある薬剤 の出現が期待 されてい た．

今回，私 どもはブ ロム誘導体を肝蛭自然感染 牛に投 薬

し，肝蛭 の駆 虫に有 効であるかを検索する とともに，双

囗吸虫へ の影響につい ても観察した．そ の所 見につい て

総括 と考察を行 なえば次のようである．

1． 肝蛭 の駆 虫効果

和牛14 頭に本剤25　mg ／kg　投薬 をおこなっ た 後 の肝

蛭卵検出状況 は，投薬後10 日目92 ．9　％，　20日目100 　％30

日目92 ．9％ の陰転率お示し たこ とは駆虫薬 とし て極 めて

優れており，しかも検出 虫卵 減少 率も投 薬後10 日目お よ

び30 日日ではそれぞれ100 ％を示し た．ま た牛17 頭 に

本剤20　mg ／kg　の投薬 において も， 投 薬後10 日 目82 ．4

％，　20日目および30 日目64 ．7％の陰転 率を示し，検出

虫卵 減少 率 も 投 薬後10 日目100 ％，　20 日日83 ．3　％，30

日日33 ．3％をみ とめたこ とは，20　mg／kg　の量でも肝

蛭駆虫に かなりの効果 を有するもの と考 えられる・

兵庫県美方 郡温泉町における肝蛭感染状況 と， これま

で私 どもが 経 験し た 各地の 肝蛭感染状況 とを 比較 する

に，前者における肝 蛭感染率 は，糞便検査に よっ て，やく40

％の感染牛 を 検出し てお り， しかも 検査牛 のすべて

は，今回 の検査時 の，や く3 ～4 ヵ月萠（昭和38 年12 月）

におい て，ある種 の肝蛭駆 虫剤を投 薬しているこ とから，

当地域は，今回検出され た肝 蛭感 染率以 上に著し く濃厚

感染 を呈していた地帯 と推察 された．かよ うな状況下 の

感染牛 に対 し，本剤が優れ た駆 虫効果 を示 したこ とは，

本剤 の強力 な 駆虫力を 立証し たもので あ る と 考え られ

る．

2． 双囗吸虫の駆虫効果

双 口吸虫を検出し た和牛20 頭の うち，11 頭 に本剤25・mg

／kgを投薬をおこ なっ たが， 投薬後10 日日63 ．6　％，20

日目お よび30 日目54 ．5　％の陰転率 をみ とめ，検出虫

卵減少率 も投薬 後10 日目100 　％，　20日 目お よび30 日目80

．0％を示し た．また本剤20　mg／kg　を投薬し た牛9 頭

において も，　投薬 後10 日目66 ．7％，　20 日目22 ．0％

の陰転率をみ とめ，検出 虫卵減少率において も投 薬後10

日日100 ％，　20日目85 ．7％，　30日日44 ．4％を示し た．

このよ うに双 囗吸虫に対し ても， 虫卵陰転率あるい は

虫卵減少率から推察して，本剤 はかなり駆虫力を有 する，

もののよ うであっ た．

17　0　0
16　1　0
16　1　0
16　1　0
16　1　0

減2 頭，軽度減少2 頭，投薬後3 日目半減2 頭，軽度減

少3 頭，投薬後4 日目半減2 頭，軽度減少2 頭であっ

た．また糞便の変化は，投薬後1 日目より4 日目にわた

って，軟便をきたしたものは1 頭であった．

また，これら投薬牛のうち12 頭の妊娠牛もあり，と

くに妊娠末期のものが多く，妊娠9 ヵ月7 頭，8 ヵ月3

頭，7 ヵ月2 頭であったが，本剤投与による異常は全く

みとめられなかった．

総括と考察

今日，わが国において肝蛭駆虫剤として用いられてい

る薬剤は種々あり，いずれもかなり優れた駆虫効果を示

すものと報告されているが．ある種のものでは，しばし

（　27　）
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3． 副 作 用

本剤投与 による 副作用は，投 薬当日よ り投薬後4 日日

－にわたっ て 観察し たのであるが，25　mg／kg　投薬し た牛14

頭 のうち，1 ～2 頭 が 投 薬後1 口目よ り3 日目に わた

っ て軽度 の元気喪失 をみとめた．また食慾の減退を とく

にみ とめたのは投薬 後1 日日より2 日目にわたっ てであ

り，投薬 後1 日目57 ．1％，　2 日日35 ．7％が食慾 の減退

をき たし た．ま た，糞 便の性 状は投 薬後1 日目よ り3 日

目に わたっ て1 ～3 頭 におい て 軟 便をみ とめたが， 下痢

をき たし たものは全 くなかっ た．本剤20　mg ／kg　投薬を

おこ なっ た17 頭 の牛 におい て， それぞれ1 頭ずつ 投薬

後1 日日より4 日目 にわたり 軽度の 元気喪失をみ とめ

た．食慾 の減退 をきたし たものは投薬後1 日目17 ．6％，2

日目23 ．5％，　3 日日29 ．4　％，　4 日目23 ．5％であっ

た．ま た糞 便の性状 につい ては，1 頭ずつ投薬後1 日目

よ り4 日日にわたっ て軟 便をみとめたにすぎなかっ た．

こ のように投薬 後一 部のものに，元気，食慾の減退，

軟便 をみ とめたが， その症状 はきわめて軽く，著しい中

毒症状 を呈し たものはなかっ た．先にも述べたご とく，

今回 の試 験地は肝 蛭濃染 地帯 であり，しか も試験牛は比1

較的老 齢のものが多 く， その解毒作用も，ある程度減退

してい たと考えられるにもかかわらず，駆虫成績は，は

なは だ良好 で，副 作用もきわめて軽 微であっ たこ とは，

本剤 の 優秀性 を 立証 するものであるといえるよ うであ

る．

ま と め

私 どもは，肝蛭 自然感 染牛31 頭 を用い， ブロ ム 誘導

体に よる肝 蛭お よび双 口吸虫駆 虫試 験をおこなっ た結果

次のような結果 をえた．

1．　和牛14 頭 に25　mg ／kg　1　回投 与をおこない， 投

薬 後の肝 蛭卵陰転 率は，10 日目92 ．9％，　20 日目100 ％

二30日日92 ．9％であっ た．

2． 和牛17 頭 に20　mg ／kg　l　回投与 では， 投 薬後の

／肝 蛭卵陰転 率は，10 日目82 ．4％，　20 日目および30 日

目64 ．7　％であっ た．

3． 双 口吸虫卵 を 検出し た牛20 頭に 本剤1 回投与で

は，25　mg／kg　ではほぼ60 ～80 ％，　20　mg／kg　ではほぼ

’20～60 ％の陰転率 をみとめた．

4．　本 剤投与に よる副作用は，投 薬当日よ り4 日日頃

にわたっ て，一部 の牛 に軽度 の症状がみられ， とくに投

：薬後1 日目より3 日目にわたっ て観察された．しかし，

あ らわれた症状も軽 度の元気喪失，食慾減退，軟便であ

一＝）たが，著しい 中毒症状を呈した ものはみ とめられなか

（　28　）

つた．

終 卵こ， 供試薬剤の提供を受 けた科研化学株式会社に

深 謝する．
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VI

STUDIES　ON　THE　TREATMENT　OF　FASCIO凵ASIS

ANTHELMINTIC　EFFECT　OF　A　BROMINE　PREPARATIONON　LIVER　FLUKES　IN　CATTLE

YUTAKA 　ONO ，　SHIGE　KIMURA ，

（£）epartmcり・t　of　Anim αX　Hy がa らHyogo 　Collei収 り ≒4gyja ‘yX『‘7，尺 狎 即 ，　Japan 』

Tsunehisa　ASAO 　＆　Minoru　KITAMURA

（λ石知 加 £鈿6Xθd 月lyがene 　Ser一琵ce 　Cent。T，　Iとか昭り，ゐjりα衵

In　their　previous　paper　the　authors　reported　the　treatment　of　fascioliasis　in　domestic

animals　with　antimony ，　heχachloroethane ，　tetrachlorodifluoroethane ，　and　salicylanilide　derivaties．The

present　eχperiment　was　performed　to　e χamine　a　bromine　preparation 　consisting　of　85％ 　of3

，　4，　5－tribromosalicylanilide　and　15％ 　of　3，　5－dibromosalicylanilide　for　therapeutic　effect　on　liverfluke　infection

，　using　31　cattle　（Japanese　native　oχen）．　The　results　obtained　are　summarized　asfollows

．

1．　A　dose　of　25　mg／kg　of　the　bromine　preparation　was　given　to　fourteen　cattle　naturallyinfected　with　liver　flukes

．　Egg　counts　were　made　on　them　10 ，　20，　and　30　days　after　admini －strati

　on，　only　to　obtain　negative　results　from　about　90　t0　100　per　cent　of　the　animal　testedeach　time

．

2．　Seventeen　cattle　naturally　infected　with　liver　flukes　were 　given　a　dose　of　20　mg／kg　ofthe　bromine

preparation　in　field　trials．　Egg　counting　was　made　on　them　10 ，　20，　and　30　daysafter　administration

．　It　gave　negative　results　in　about　60　to　80　per　cent　of　the　animals　tested

■each　time．

3．　Twenty　cattle　naturally　infected　with　rumen　1 ！ukes　were 　given　a　dose 　of　20　to　25mg

／kg　of　the　bromine　preparation ．　Then　three　egg　counts　were　made　during
　a　one－monthperiod

．　Eggs　began　to　be　reduced　in　count　10　days　after　treatment ．

4．　Some　side　effects　were　found　in　a　small　number　of　animals　l　to　4　days　after　admini－stration

．　They　consisted　of　depression ，　a　slight　loss　of　appetite，　and　diarrhea．

These　results　indicate　that　this　preparation　of　bromine　derivatives　has　a　therapeutic　effect

ヽon　liver　fluke　infection　when　administered　by　the　oral　route．
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